
 

令和４年度文化芸術による子供育成推進事業－巡回公演事業－ 

ワークショップ実施計画書 

制作団体名 株式会社 影向舎 

公演団体名 めばえ寄席「〇〇亭」 ※〇〇は公募により決定。 

 

内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



タイムスケジュール（標準） 

《午前実施（9時開演）の場合》 

舞台準備 ７：３０～８：４５  （開演の１時間３０分前） 

客入れ（入場） ８：４５～９：００ （開演の１５分前） 

ワークショップ ９：００～１０：００ 

片付け、打合せ １０：００～１１：００ （終演後１時間程度） 

 

《午後実施（１３時３０分開演）の場合》 

舞台準備 １２：００～１３：１５  （開演の１時間３０分前） 

客入れ（入場） １３：１５～１３：３０ （開演の１５分前） 

ワークショップ １３：３０～１４：３０ 

片付け、打合せ １４：３０～１５：３０ （終演後１時間程度） 

 

※会場の構造により、片付け終了が遅くなる可能性があります。 

 

 

派遣者数 

出演者４名［落語家２名（若手落語家・前座）、三味線１名、寄席文字書家(橘流)１名］ 

スタッフ２名 

計６名 

 

 

学校における事前指導 

（小ばなし作成） 

ワークショップ終了後、公演日までの期間に、小ばなしの作品を募集いたします。小ばなしを作

成いただき、お送りいただいた作品の中から優秀作品を選定させていただきます。優秀作作者

の児童・生徒には、本公演の際に舞台上で発表してもらいます。 

 

（ポスター作成） 

ワークショップ終了後、公演日までの期間に、配布する寄席文字見本をもとにポスターの作成を

していただきます。 

 

（一番太鼓のお稽古） 

ワークショップ終了後、公演日までの期間に、入場時に叩く太鼓（一番太鼓）の録音内容を手本

に、前座係の児童・生徒に本公演までに練習をしてもらい、公演当日は入場太鼓を叩いていた

だきます。 

 

（出囃子演奏のお稽古） 

ワークショップ終了後、公演日までの期間に、落語家が舞台へ登場する際の入場 BGM（＝出囃

子）の録音内容を手本に、お囃子係の生徒に本公演までに練習をしてもらい、公演当日は入場

太鼓を叩いていただきます。 

  



令和４年度文化芸術による子供育成推進事業－巡回公演事業－  

本公演実施計画書 

制作団体名 株式会社 影向舎 

公演団体名 めばえ寄席「〇〇亭」 ※〇〇は公募により決定。 

 

演目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



派遣者数 

出演者：８〜９名［落語家５名（真打ち・二ツ目・前座）、色物２〜３名、三味線１名］ 

※色物出演者内容によって変動 

スタッフ：４名 

合計：１２〜１３名 

 

タイムスケジュール（標準） 

《午後実施（１３時３０分開演）の場合》 

舞台準備      ８：３０～１２：００ 

出演者到着     １２：００ 

客入れ（入場）   １３：１５～１３：３０ 

公演         １３：３０～１５：００ 

バラシ（片付け）  １５：００～１７：００ 

 

※会場の構造により、片付け終了が遅くなる可能性があります。 

 

 

実施校への協力依頼人員 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



演目解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



児童生徒の公演への参加方法、公演に参加させるための工夫 

＜ワークショップ＞ 

  ※「ワークショップ項目」をご参照ください。 

 

＜公演までの間＞ 

 ○作り方教室で学んだ「小噺」の作成。落語の元となる「小噺」を作ってみよう。 

  ☆作成していただいた小噺は公演前に送付していただき、優秀作品を選考します。 

    こばなしグランプリで、代表生徒さん５名に小噺の発表をしていただきます。 

  

 ○「寄席文字」でビラ（チラシ）を作ってみよう。 

  ☆ワークショップ時に寄席文字書家が書き方のコツを伝授。実演を交えて書き方を 

教えます。 

   その後本公演までに寄席文字チラシを生徒さんに作成していただきます。作成枚数は 

規定しません。個人・学年・クラス毎などでまとめていただき、本公演当日に会場に 

貼りだします。 

 

＜本公演＞ 

  ※「演目」「演目概要」をご参照ください。 

 

 

児童生徒とのふれあい 

過去の実績ノウハウを生かして、様々な工夫を凝らしています。 

様々な角度から落語を体験・・・・ 

「見る・聴く」に加えて「体験」をしていただく為、以下の様な要素を盛り込んでいます。 

・運営スタッフとしても参加。 

 （高座をつくる・会場を飾る・看板を書く・案内をする・太鼓をたたく・三味線を弾く など） 

 これは当事業以外の学校公演ではなかなかできない貴重な要素です。 

・教材の工夫 

ワークショップの内容を忘れない為の教材 

  〇寄席文字五十音字の見本 

  〇一番太鼓・出囃子の録音内容配布 

 

 


